
 令和８年度第１回学校運営協議会議事録 

 

さいたま市立宮原中学校  

 

１ 日時・場所 ［日時］令和８年６月１０日（木）１０：００～１１：００  

［場所］学校図書館 

 

２    副会長 畔川 淸和 （宮原教育振興会 会長    ） 

     委 員 嶋村  茂 （宮原地区社会福祉協議会 会長） 

清水  浩 （銀鈴幼稚園 園長      ） 

宮島 和宣 （青少年育成宮原地区会 会長 ） 

島村 礼奈 （令和７・８年度 ＰＴＡ副会長） 

瀬下 祐介 （令和６年度 ＰＴＡ会長   ） 

飯島 徹夫 （宮原公民館 館長      ） 

岡田 冨士子（民生委員児童委員 会長   ） 

佐藤 幸枝 （主任児童員         ） 

関田 晃  （大宮北高等学校 校長    ） 

田中 和浩 （宮原中学校 校長      ） 

加藤 彰  （宮原中学校 教頭      ） 

荒木田 悠 （宮原中学校 教頭      ） 

小林 卓矢 （宮原中学校 教務主任    ） 

青木  洋 （宮原中学校 学校地域連携コーディネーター ） 

 田熊 栄一 （宮原地区自治会連合会 会長 ） 

村山 裕之 （令和７・８年度 ＰＴＡ会長 ） 

 

３ 次第                     司会：教頭 加藤 

１ 開会のことば 

 ２ 校長あいさつ 

 ３ 委嘱状交付 

 ４ 参加者自己紹介 

 ５ 学校運営協議会委員長の選出    瀬下 祐介 氏 就任（再選） 

 ６ 令和８年度学校経営方針について 

 ７ いじめ対策委員会について 

 ８ スクールサポートネットワークについて 

 ９ 熟議 

１０ 閉会のことば 

 



４ 議事概要 

【１】 令和８年度学校経営方針について 

（１）学校教育目標 経営方針 重点・努力点について 

（２）教育課程について 

（３）生徒指導について 

（４）部活動について 

（５）予算執行計画書について 

（６）学校評価について 

（７）学校評価自己評価システムノートについて 

（８）年間行事計画について 

（９）学校経営方針の承認について 

 

【２】熟議について 

   議題：「中学校の教育に期待すること」 

 

【質疑・意見等】 

・子どもたちのことを考えてくれている。 

・職員の労働環境にも配慮してくれている。 

・不登校等生徒の登校・学習環境も整えてくれている。 

・スマホやＳＮＳの利用の仕方については課題 

・学校評価で母数を明記してくれるとありがたい。 

・中学校の教職員の労働環境について現状を理解している（働き方改革）。 

・部活殿地域展開についても宮原中は規模が大きいので大変だろう。 

・資料を拝見して、膨大な量の仕事を先生方が抱えていることがわかる。 

・ＳＮＳや生成ＡＩについて、どのような利用の仕方をするべきか子どもたちに 

指導してほしい。 

・幼児教育も子どもたち主体に変わってきている。学校に入学しても主体的な学 

びを推進してほしい。子どものモチベーションを上げることが最大のメリット

である。 

・土曜チャレンジスクールも盛り上がっている。輪を広げて、さらに盛り上げて 

ほしい。 

・学校の予算を確認して、予算が足りないことが理解できた。 

・「みやはらまつり」は大人との交流も含めて大切にしてほしい。 

・生成ＡＩの使い方を間違えると危険に感じる。子どもたちに安全な使い方を指

導してほしい。 

・生成ＡＩに使われてしまうようにならないこと。コストもかかる場合もある。 

 嘘の情報もあるので気をつけなければならない。 



・宮原中は非常に落ち着いていると感じている。子どもたちもよく頑張っている

印象が強い。 

・非常に業務が大変な中だが、子どもたちの良さを伸ばしてほしい。 

・生成ＡＩについても危惧している。 

・予算執行計画書の中に、「賄材料費」を入れるべきではない。給食のシステム 

を教育委員会が整えているだけで、実際のお金は保護者が出している。実際の 

学校に配当されている予算は微々たるもの。 

・学校だよりにある「非認知能力」は、指導する側と子どもたちの両方が意識す 

る必要がある。自校でも養っていきたいと思っている。 

・校長先生は、生徒と一緒に行事や活動を行いたいという考え方がある。子ども

たちの活動できる場、経験できる場を提供していただいているのでありがた

い。ＰＴＡの役員の仕事も通して、子どもたちの成長を実感している。 

 

＜質問＞ 

Ｑ：部活動の地域移行については、教員側はどう思っているのか？ 

→（校長）部活動を指導したい教員は、継続して指導できると思っているだろ 

う。 

 教員が選択できる部分についてはプラスに捉えている。国の方針や計画が示

されているので、さいたま市もここ数年で実施されるだろう。 

Ｑ：部活動の地域移行については、生徒の管理や質はどうなっていくか。 

→学校や教員がどの程度関わるのかや質の担保としては、今後の課題である。 

 

【３】いじめ対策委員会について 

（１）いじめ対策委員会の設置について 

（２）いじめ防止基本方針について 

 

【４】スクールサポートネットワークについて 

 

５ 今後について 

議題：「今年度の取組の振り返りと次年度に向けて」 

      について、熟議を行う。 

 

６ 次回開催予定［日時］令和８年１０月２３日（金）１０：００～１２：００ 

［場所］学校図書館 


